
出典：（社）日本鉄源協会

オーストラリア

1,279

中南米

日本

2,863

アジア
16,954

3,188
714

1,176

他地域

米国

6,076

2,891

ＣＩＳ
東欧5,883 1,871

1,002

ＥＵ
他西欧

カナダ

1,021

10

36

アジアへの流通

その他の流通 出典：（社）日本鉄源協会

オーストラリア

1,086

中南米

日本

6,099

アジア
26,391

5,050
930

6,013

他地域

米国

6,082

1,969

ＣＩＳ
東欧13,053 1,692

619

ＥＵ
他西欧

カナダ

840

11

237

アジアへの流通

その他の流通 出典：（社）日本鉄源協会

オーストラリア

1,279

中南米

日本

2,863

アジア
16,954

3,188
714

1,176

他地域

米国

6,076

2,891

ＣＩＳ
東欧5,883 1,871

1,002

ＥＵ
他西欧

カナダ

1,021

10

36

アジアへの流通

その他の流通 出典：（社）日本鉄源協会

オーストラリア

1,086

中南米

日本

6,099

アジア
26,391

5,050
930

6,013

他地域

米国

6,082

1,969

ＣＩＳ
東欧13,053 1,692

619

ＥＵ
他西欧

カナダ

840

11

237

アジアへの流通

その他の流通

増加する循環資源輸出に対する対応が必要

鉄スクラップ流通フロー 2001年（単位：千㌧）

循環資源を扱う輸出ターミナルの拠点化・大型化、品質管理の強化等の国際静脈物流システムにつ
いて検討（平成17年度は、国際循環資源の流動実態の分析と課題を抽出）

国際静脈物流システムの構築へ

・効率的な輸出システムによる循環資源の国際競争力強化 ・受入国への信頼性の確保

鉄スクラップ荷役状況

鉄スクラップ
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財務省「貿易統計」より

経済成長著しいアジア諸国に対する循環資源の輸出量の増大

（２）静脈物流システムの構築
②リサイクルポートの構築等

２．交通分野
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製造
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港湾物流情報プラットフォーム等による管理

GPSによる位置情報管理

処理困難資源：
シップバック

再生資源：
製造工場へ

スクリーニング
による不拡散
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した受入が可能

資源情報の共有
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国際静脈物流システムのイメージ
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バイオディーゼル燃料専用車を試作し排出ガス・安全・耐久性能評価を行うこと
により、バイオディーゼル燃料専用車が環境・安全面で満たすべき車両側対応技
術等を明確にする。

バイオディーゼル燃料
専用車が排出ガス性
能・耐久性能・安全性能
の観点で満たすべき
対応技術等を明確化

バイオディーゼル燃料対応車の開発・普及促進

◎◎

＜実車耐久走行試験＞

＜排出ガス試験・安全性試験等＞

データ収集・分析

○特徴

“カーボンニュートラル”⇒ＣＯ２排出
量にカウントされないことから、石油
系燃料の代替使用によりＣＯ２削減可
能

○課題

環境・安全等への影響が十分に評価
されていない

“カーボンニュートラル”

ＣＯ２を吸収

ＣＯ２

バイオマス燃料

生成

（３）自動車に使用するバイオディーゼル燃料関係

２．交通分野

○ バイオマス燃料対応自動車開発促進事業（H16年度～）

１．バイオマス燃料の特徴・課題

２．関連施策

○ 新燃料使用時の排出ガス等実態調査（H14年度～H17年度）

・平成16年度からバイオマス燃料専用エンジンの要素技術の
開発に着手し、平成17年度には、バイオマス燃料専用エンジ
ンの試作及び性能評価を実施。
・平成18年度は、バイオマス燃料専用車両の試作及び性能評
価を実施予定。

バイオディーゼル燃料を軽油中に添加した場合の排出ガスに及ぼす影響を調査

バイオディーゼル燃料を軽油に添加した場合、軽油のみを使用した場合に比べ、PM中のSOF・NOxや
一酸化炭素が増加する等の課題がみられた。これらの成分については、酸化能力の高い触媒を装着す
ることにより低減が可能。

⇒平成17年４月の中環審答申「今後の自動車排出ガス低減対策のあり方について（第八次答申）」にお
いて、「酸化能力の高い触媒を装着する必要があり、その旨を徹底することが適切」ことが提言された。
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